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○キーワードは増えるサーバの管理及び、サービス停⽌の回避

この会社様では、サーバが14台存在し（タワー型、ラック型混在）しかもデータセンターで運⽤をして
いました。2ラックを契約しており、ランニングコストが問題になっていました。

そこで、VMware社のESXを導⼊し、ラック１本化に成功。さらにVMware HA・VMware DRS(負荷分

増え続けるサーバ対策・ビジネス継続性の実現

散機能)で、サーバのビジネス継続性を向上させました。
しかし、稼働中のサーバの中にはリース期間中のものがあったが同社では、リース期間が残ってい

るサーバを⼊れ換えてでも、充分なコスト削減効果が⾒込めると判断。VMwareによる仮想統合に踏
み切った。

現在では、ランニングコストが60%程度削減され、管理費⽤も50%は削減されたと、担当者は話して
います。

VMware DRS は、リソース プール全体の
使⽤率を継続的に監視し、ビジネス ニーズ
に合わせてリソースをインテリジェントに
調整します。

優先度がも とも⾼ プリケ

DRS・HA （⾼可⽤性）

Ⅰ．優先度がもっとも⾼いアプリケーショ
ンに IT リソースを動的に割り当て。 ルー
ルとポリシーを作成して、仮想マシンにお
けるリソース割り当ての優先順位を指定し
ます。

Ⅱ．ビジネス組織における IT の⾃律性の
確保。 リソース プールによるハードウェ
ア使⽤率向上を実現しながら、専⽤ IT イ
ンフラストラクチャを各ビジネス部⾨に提
供します。

ライブ マイグレーションはエンド ユー
ザーに対して透過的に⾏われるため、こ
の IT サービスに必須となります。
VMware DRS はクラスタ内の仮想マシ
ンの移動に VMware vMotion を使⽤す
るため、エンド ユーザーに対して完全
に透過的に実⾏されます。 他社製品に
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Ⅲ．IT 部⾨がハードウェア リソースの統
合管理を⾏う⼀⽅、各ビジネス部⾨は割り
当てられたリソース プール内で、仮想マシ
ンの構築および管理を⾏うことが可能。

に透過的に実⾏されます。 他社製品に
ライブ マイグレーションなしでワーク
ロードの調整を⾃動化するものがありま
すが、エンド ユーザーへのサービスに
中断が発⽣するため、結局機能としては
不⼗分なままです。
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